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令和元年度第４回庁議 会議録 

 

［日 時］令和元年７月２日（火）８時５８分～９時２８分 

 

［場 所］庁舎応接会議室 

 

［出席者］市長、副市長、教育長、参与及び各部局長 

 

［会次第］ 

 １ 市長あいさつ 

 ２ 議題 

（１）平成３０年度決算状況について（企画部） 

（２）平成３０年度水道事業会計・工業用水道事業会計決算状況について 

（上下水道局） 

 ３ 協議事項 

（１）求められる職員像について 

 

４ 連絡事項 

（１）まちづくり校区懇談会について 

（２）その他 

 

 

１ 市長あいさつ 

６月議会も終了したが、皆さん、対応ご苦労さまだった。 

また、「まちづくり校区懇談会」が、７月１日の多喜浜校区から始まる。市民の皆様の

生の声を聞くことのできる貴重な機会であるので、より多くの職員が参加できるよう、皆

さんからも周知、声掛けを行っていただきたい。 

本日は、「平成３０年度決算状況について」企画部及び上下水道局から説明をしてい

ただく。 

その後、協議事項として「求められる職員像について」議題の提出があったので協

議していただく。その他、連絡事項があればお知らせをしていただき、本日の庁議は、

１０時３０分に終了することを目標とする。 

議事に入る前に教育長から報告がある。 
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２ 議題 

（１）平成３０年度決算状況について（企画部） 

市長 

 

 

 

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議事に入る。 

「平成３０年度決算状況について」、企画部から説明をお願い

したい。 

 

平成３０年度決算状況について説明する。 

まず、一般会計であるが、歳入決算額は４７５億６，６２４万

５千円、歳出決算額は４５９億５，６００万８千円で、形式収支

は１６億１，０２３万７千円の黒字となっている。 

この形式収支から令和元年度への繰越一般財源を差し引いた

実質収支は、１０億１０５万５千円となり、５０年連続の黒字決

算となっている。  

次に、主要な基金の状況であるが、財政調整基金、減債基金、

公共施設整備基金については、いずれも平成２９年度末と比べて

減少しており、平成３０年度末の現在高は、財政調整基金が約４

億３，２００万円減の３９億９，９７９万１千円、減債基金が約

１億９，８００万円減の５億７０２万１千円、公共施設整備基金

が約２億２，３００万円減の４億８，７３２万２千円となってい

る。  

次に、特別会計であるが、住宅新築資金等貸付事業、公共下水

道事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業については、黒字決

算となっている。うち、公共下水道事業については、４月１日か

ら公営企業法適用のため、３月末で打切決算を行ったもので、歳

入歳出差引額１，２２７万４千円については、法適用後の公共下

水道事業会計に引き継ぐ。また、工業用地造成事業については歳

入不足が生じたため、繰上充用により対応している。また、その

他の会計では、収支ゼロとなっている 

最後に、市債の現在高であるが、一般会計が４９８億４，３０

４万９千円、特別会計が３４６億８，１４３万８千円となってお

り、一般会計、特別会計の合計は、８４５億２，４４８万７千円

で、平成２９年度に比べ、約８億１，４８７万３千円減少してい

る。  

 

 



3 

 

（２）平成３０年度水道事業会計・工業用水道事業会計決算状況について 

（上下水道局） 

市長 

 

 

上下水道局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成３０年水道事業会計・工業用水道事業会計決算状況につ

いて」、上下水道局から説明をお願いしたい。 

 

上下水道局から、平成３０年度水道事業会計及び工業用水道事

業会計の決算の概要について説明する。 

まず、水道事業会計の業務量については、給水人口が１１４，

４８３人で対前年比１，３２１人の減、給水戸数は５５，２５７

戸で３３戸の減となっている。 

また、年間有収水量は１８万１１６㎥減少しており、使用水量

の減少が続いている。有収率は９３．７％で前年度を０．５ポイ

ント上回った。 

次に、収益的収支は、収入が１８億３，５５８万６千円、支出

が１６億７５万９千円で、純利益は対前年比３７８万４千円減の

２億３，４８２万７千円を計上した。 

次に、資本的収支は、収入が６億８，９９９万７千円、支出が

１６億６，６１８万９千円で、不足額９億７，６１９万２千円は

損益勘定留保資金で補塡した。 

次に、工業用水道事業会計の業務量については、給水企業数及

び契約水量に変更はなく、料金算定分の年間有収水量は８８万

５，４００㎥の減少となっている。 

収益的収支は、収入が２億３，０５４万９千円、支出が１億８，

３５６万円で、純利益は、対前年比２，０３６万３千円減の４，

６９８万９千円を計上した。 

次に資本的収支は、収入が１億６，１６７万４千円、支出が３

億５２２万４千円で、不足額１億４，３５５万円は、損益勘定留

保資金で補塡した。 

 

 

３ 協議事項 

（１）「求められる職員像」について 

市長 

 

 

 続いて協議事項に入る。 

 「求められる職員像について」、提案者である上下水道局 庄

司局長から説明をお願いいしたい。 
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上下水道局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

  

「求められる職員像について」説明する。 

新居浜市の人材育成基本方針で３Ｃを掲げている。職員に「こ

のような職員が求められている」という強いメッセージを掲げて

いるということは、非常に良い取り組みだと思う。しかし、平成

１８年に３Ｃができたときから、個人的には疑問を持っていた。

３Ｃは、Challenge、Cost、Change であるが、１番目にChallenge

をもってきて次に Cost では、チャレンジ精神が薄れてしまうの

ではないか。他の３Ｃはどのような３Ｃが展開されているのか調

べると、公共団体では少なく、豊川市の例があった。民間企業に

は、資料にあるようなものがあった。資料にあるように、民間企

業においても、Cost をあげている団体はなかった。 

１番目に Challenge をもってきて次に Cost では、本当にチャ

レンジできるのか、小さな事ばかりに頭が行くのではないか、そ

もそも大きな事業などはできるはずもない、と思いがちになると

考えた。現に職員提案に関しても大きな話題、夢的な提案は職員

の間からは出てきていない。都市間競争を勝ち抜き、個性豊かな

独自のまちづくりを進めるために創意工夫というのであれば、あ

まりにもブレーキのかかるＣではないのか、と考えた。 

市の人材育成基本方針が平成１６年災害の直後に策定された

という背景があることはわかるが、これから新たな長期総合計画

を立案するうえでも、人材育成の基本方針を見直すことが必要で

はないか、という提案である。 

例えば、Cost コスト意識を持ち市民の視点で行動できる職員

ではなく、Collaboration 市民思考で考え、新居浜市のために市

民と協働する職員の方がしっくりくるのではないか、協議いただ

き、できれば人材育成基本方針の見直しをお願いしたい。 

 

 Cost がなぜあがっているか、というと、平成１８年の新居浜市

人材育成基本方針を掲げた時から、人事の管理のための人事の評

価のための、人事考課が始まった。その人事考課のために、新居

浜市が理想とする職員の姿として Challenge、Cost、Change と

いう３つのＣを掲げた。当時は平成１６年大水害等で財政的に緊

迫した状況で Cost が重きを持っていたということもある。しか

し、もう一面、Cost がどうして大きな意味を持つかということは、

最大の視点として「市民の視点」というものがある。市の業務は
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議会事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

その多くが市民の税金から成り立っている。私たちの仕事は市民

からの提供された税金を、いかに有効的に活用して資産として回

していくか、あるいは市の財源として使っていくかということに

大きな視点がある。そのために必要なコスト意識、事業や施策に

対するコスト意識、自らの人件費等に対するコスト意識、こうい

うことが、市民から見た時に、自分のような職員に対して市民は

お金を払うか、という問いかけを職員にもってほしい。そのよう

なことが仕事の質を高めるきっかけとなる。大きな意味として

Cost はこのような意味がある。発想という事に関しては、まず

Challenge を掲げて Cost ではブレーキがかかるのではないか、と

いうことも理解できる。しかし、一面Challenge というものに対

しては、ブレーンストーミングや豊かな発想というものと、Cost

は切り離さなければならない、というものもある。例えば、決算

があり、水道会計をこれからどうするか、というときに、耐震工

事を進めなければならない、水資源の確保を進めなければならな

い、そのために経営戦略を決めた。経営戦略とは何か、というと、

つまり収支を考えなければならない、具体的な収入の確保を考

え、その上で財源投資を考えなければならない。そういった部分

というものは、職員として、人材育成の上で、また、目標管理、

人事評価の上で現在は大きなウエイトとなっている。 

ただ、一面で、現在、行政の進めるべき道として、自治体間競

争等の中で、考えさないといけないのも理解できる。各企業で上

がっているような考えも必要かと思う。 

総務部としても、この先、例えば今年度中に目標管理を人事評

価に導入するという検討も始まっているが、例えば、第6次長期

総合計画を考えていく上での理想的な職員の姿、を考えていくこ

とは必要ではないかと思っている。 

 

民間とは異なり、我々地方自治体は、『最小の経費で最大の効

果を上げるよう努めなければならない』と地方自治法に明記され

ている。 

また、行政は、市民が収めた血税で事業実施している以上、市

民の最大の関心は、費用対効果であると思われる。 

市民の関心が高いせいか、３Ｃについては、過去の本会議質問

でも、何度も質問されており、特にコスト意識：費用対効果に重

きを置いての質問・答弁が繰り返されている。 
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総務部長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

総務部長 

 

 

経済部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

人材育成基本方針で現在の３Ｃを掲げ、これまで十数年間やっ

てきてるが、次の段階に目標を変えるとするならば、目標達成で

きたり、発展的に解消できるものであれば説明できるが、費用対

効果・コスト意識重視の視点は、自治体職員にとっての根本精神

であり、チャレンジ、コスト、チェンジの順番についてはいろい

ろな考えがあると思うが、３Ｃの一つとしてコストを掲げている

現状は変えない方が良いのではないか。 

 

費用対効果等、議会の今までの説明の経過を考えると、外すの

は難しいのではないか。 

 

 今、記述式で上から順番に、Challenge、Cost、Change が捉え

ているが、例えば４つ、先ほどのCollaboration というものは、

今からの世の中非常に特に、第6次長期総合計画の中で、持続可

能な社会の形成ということであれば、行政と市民が協働して働く

というものは、それを具現化した精神だと思う。これを記述式に

するのではなく、どこが始まり、どこが終わりということではな

く、一つの輪の中にこの４つがある、という４Ｃということは可

能なのか。記述式に上から並べるのではなく、輪の中に４つ繋ぐ

ことはできるのか。 

 

 所管は総務部で良いのか。３つや４つというこだわりはないの

か。 

 

 所管は総務部である。数について、特にない。４つにすること

も可能かと思う。 

 

 職員像というものは、時代に応じて変化してくるものだと思

う。３Ｃというものについて、言葉を知っているが、意識として

職員の中で薄れてきている。せっかくのチャンスなので、どうす

るかにしても、職場の中で討議、検討させていただきたい。その

ことで、職員の中でも、考える良いきっかけになる。自分自身が

再度職員像について考える機会になるので、時間を与えていただ

きたい。 

 

 本日提案があったが、じっくりと考える時間も無い。また、い
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総務部長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

上下水道局長 

 

ろいろな意見もあろうかと思うので、一度、総務部で職員の意見

等を聞くなどしていただきたい。この機会に、みんなで３Ｃにつ

いて、真剣に考えてもらう、いままで惰性できているところもあ

るので、考えていただきたい。Cost という以前に、３Ｃについて

意識をもっていただきたい。そういう意味でも、この際みんなで

真剣に考えて、意見を集めたらどうか。それでみんなで判断した

ら良いのではないか。方法については、総務部で考えていただき

たい。 

 

 集約方法については、検討する。 

 

 教育の世界で「求められる国民像」ということが出て、誰に求

められるのか、ということで議論になったことがある。「求めら

れる職員像」という言葉が引っかかる。よって、それに代わる言

葉も併せて考えていただきたい。また、「人材」という言葉につ

いて、人が材料で良いのか、ということで引っかかるので、それ

も含めて幅広く検討していただきたい。 

 

 今の意見も含めて職員の意見を集約していただきたい。 

 

 「求められる職員像」ではなく、「目指すべき職員像」として、

人材育成方針に挙げているところもある。 

 

４ 連絡事項 

（１）まちづくり校区懇談会について（市長） 

市長 

 

 

 

 

私からお願い一つお願いする。 

昨日からまちづくり校区懇談会が多喜浜校区から始まった。約

３０名ほどの参加で、だんだん減ってきているように感じる。最

低、地域の職員は参加していただきたい。まさに意識の問題でり、

出席を取るつもりはないが、よろしくお願いしたい。 

 

（２）その他 

企画部長 

 

 

組合水道について報告する。 

本件については、組合水道と新居浜市水道事業の統合に向け

て、本年３月２７日に確認書を取り交わしたところである。また、
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教育委員会事務局

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

９月末日までの統合協定書締結の目標に向けて、去る６月３０日

に地元説明会を開催した。 

説明会は、企画部と上下水道局で対応し、約５０人の方の出席

があったが、統合に対する反対意見は特段なかった。ただし、質

疑の中で、統合についての問い合わせに対応できる体制整備の要

望等があった。 

今後、庁内の情報共有を図るため、早急に検討委員会を開催す

るので、よろしくお願いしたい。 

 

教育委員会から1件報告する。 

今年度末で1期目の指定管理期間が終了する新居浜市美術館及

び新居浜市総合文化施設の 2 期目（R2.4.1～R7.3.31）の指定管

理者の募集について報告させていただく。 

公募の目的としては、多くの人が集う地域の憩いの場になるこ

とを期待し、地域の文化を支える理念（新居浜らしさのある事業

展開、子どもを中心とした文化の担い手づくり、SDGｓに関する

取組推進）を明確にし、地域芸術文化拠点としての機能を果たす

ことである。 

募集要項は7月 17日（水）から8月 16日（金）までの執務時

間中に文化振興課で配布することとしている。 

 

他になければ、以上で平成３０年度第４回庁議を終わる。 

 


